
第三者評価結果の公表事項 

 

①第三者評価機関名 

一般社団法人 宮崎県社会福祉士会 

 

②評価調査者研修修了番号 

２０２２－２、２０１９－１ 

 

③施設の情報 

名称：つくしんぼ児童クラブ 種別：放課後児童クラブ 

代表者氏名：理事長 塩満 克也 定員（利用人数）：３４名 

所在地：宮崎県延岡市塩浜町３丁目１７５２番地９  

TEL：０９８２－２１－３５００ ホームページ：http://tsukushinbo.jp 

【施設の概要】 

開設年月日：平成１４年４月 

経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人 つくしんぼ福祉会 

職員数 常勤職員：１名 非常勤職員：５名 

有資格 

職員数 

准看護師：１名  

放課後児童支援員：１名  

施設・ 

設備の 

概要 

（居室数） （設備等） 

児童クラブ室 外１０室 調理室 

 園庭・屋外遊技場 外８設備 

 

④理念・基本方針 

法人基本理念 

利用者と地域に愛され、必要とされる「理想の組織」を常に目指すと

共に、それに関わる職員の自己実現と幸せを大切します。  

法人基本方針 

（１）安定的な経営に向けて、先ずは収入の確保(定員＋１０％程度)と費



用対効果のある活動をする事を目標に、全職員で取り組みます  

（２）「誇り・責任・感謝・喜び・自信」を共有し合う職場を創るために、

健全な職場環境の保全とその向上に努めます。  

（３）組織として子供や保護者に提供する保育・教育と子育て支援の質の

向上に努めます。 

（４）子どもや保護者、そして地域社会と共に成長が出来るように、より

良い関係創りをします。 

（５）自然環境教育や環境による保育・教育への配慮を深めます。  

 

⑤施設の特徴的な取組 

（１）放課後を安心し有意義に過ごす。  

（２）集団生活する上で、必要な規律、礼儀、安全などの習慣を身につけ

る。 

（３）集団的活動を通して互いに信頼関係や協調を深め、仲間意識を高め

る。 

 〇異年齢児交流の機会:保育園に併設されている利点を活かし、園児と

の交流の機会を設けている。 

 ○伝統文化の体験:外部講師を招いて華道を取り入れ、伝統文化に触れ

ることや作法を身に付けることを目指している。  

〇地域貢献と連携:園の前に設置した自動販売機の売り上げを地域に寄

付している。クラブ終了後に会議室や備品の貸し出しを行っている。 

 〇安全への取り組みと地域への意識向上:みやざき安心セーフティネッ

ト事業に参加し、研修などを通じて知識を深め、地域への関心を高め

ている。 

 

⑥第三者評価の受審状況 

評価実施期間 
令和７年 ８月 １日（契約日）～ 

令和８年 １月２１日（評価結果確定日） 

前回の受審時期 

（評価結果確定年度） 
初受審 

 

⑦総評 

◇特に評価の高い点 

・職員の意向を定期的に把握すると共に、年次有給休暇取得率や時間外労

働時間を確認しながら、職員の柔軟な働き方の支援と、家庭事情に配慮し

た休暇取得を促しています。また、年２回実施する面談とストレスチェッ

クを通じて、職員の意見や健康状態を把握し、勤務形態や勤務地の変更に



対応しています。併せた取組として、ワーク・ライフ・バランスに配慮し

た、適切な就業環境づくりを推進しています。従来の取組を利用して令和

７年度からは、全国健康保険協会（協会けんぽ）「健康企業宣言」に参画

し、健康経営の考え方に基づき、職員の心身の健康と安全の確保を最優先

とした働きやすい職場づくりを推進しています。  

・他の放課後児童クラブや小学校と連携を図り、支援の「目」を増やすこ

とを第一とし、地域全体でこどもの支援を強化する体制を構築していま

す。連携に関する情報（活動内容、イベント等）は、園の掲示板等を通じ

て保護者や地域に広く周知を図っています。併せて他の児童クラブと共通

の課題を話し合う会議や、研修の場に積極的に参加し、課題解決に取り組

んでいます。こどもの権利擁護と安全確保を図るため、要保護児童対策地

域協議会に積極的に参加すると共に、小学校との協議会にも参加してお

り、こどもの発達と生活の連続性を保障するための連携体制を構築してい

ます。 

・クラブの活動スペースについては、こどもの利用人数によっては手狭な

部分も見受けられますが、食事・学習・遊びの場を区分し、いろいろなス

ペースを工夫・利用することによりこどもが安全に落ち着いて活動できる

環境整備に努めています。また、華道・家庭菜園・野外活動・市の図書館

の利用など多様な体験機会を提供し、個別に習い事等があるこどもには個

別の帰宅時間に応じた声掛けを行うなど、こども一人ひとりにきめ細やか

な支援に取り組まれていることは高く評価できます。 

◇改善を求められる点 

・園の運営情報や財務情報等は園のホームページとＷＡＭ－ＮＥＴを通じ

て積極的に公開して、運営の透明性を確保しています。併せて、意見箱の

設置や施設内掲示で苦情・相談の体制を明らかにすると共に、児童クラブ

だよりなどを通して理念や活動内容を定期的に発信しています。しかし、

園ホームページの情報が最終更新日から現在までにかなりの間隔が開い

ています。ＩＣＴの見識や知識を活かし、園のホームページを定期的に更

新し、直近の情報を掲載するなどの体制構築を望みます。  

・現在、障害のあるこどもは在籍していませんが、保護者からの入園相談

には随時対応しています。障害のあるこどもの受け入れにあたっては、家

庭環境や健康状態、職員の支援体制等を総合的に考慮し、適切な育成支援

が可能かどうかを判断基準としています。今後は、障害のあるこどもが継

続的に利用できる環境を確保するため、周知の充実、個々の状況に応じた

施設設備や支援内容の工夫、さらに職員体制の整備等への取り組みを望み

ます。 

 



⑧第三者評価結果に対する施設のコメント  

この度は、当クラブとして初めての第三者評価を受審する機会をいただ

き、誠にありがとうございました。 

保育園での受審時とはまた異なる、学童期の子どもたちに寄り添った支

援の在り方を客観的に見つめ直す、大変有意義な時間となりました。  

当クラブの方針である子どもの自主性を尊重した関わりや、安全・安心

な居場所づくりを評価いただいたことは、職員一同大きな励みとなってお

ります。 

いただいた改善点については、職員間で共有し、業務の品質向上や PDCA

サイクルの徹底を図り、子どもたちがより主体的に、ワクワクしながら過

ごせるクラブ運営に繋げてまいります。  

最後になりますが、アンケートにご協力いただいた保護者の皆様、そし

て温かく丁寧な評価をいただいた評価機関の皆様に、心より感謝申し上げ

ます。 

 

⑨第三者評価結果 

 別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。  

 


